
NPO 法人横浜日独協会 第 26回理事会議案書 

   

１．日   時  2019年 6月 22日（土）11:00～11:45 

２．会   場  横浜市国際協力センター６階会議室 

３．理事総数   23名≪出席 １６名 ≪欠席 ７名≫ 

４．出席者   早瀬会長、能登副会長、向井副会長、坂井常務理事、小島常務理事、 

南雲常務理事、山口常務理事、黒崎理事、磯貝理事、中尾理事、 

佐藤理事、寺澤理事、藤田理事、齊藤常務理事 

（議長委任：山岸理事、大堀理事） 

(欠席：大久保理事、成川理事、神様理事、ゼーリヒ理事、ユーデック理事 

       大瀬理事、北井理事) 

 

５.議事の経過の概要及び議決の結果 

定款第 33条の定めにより早瀬会長が議長にあたる。 

議長より議事録署名人の選任について、出席理事にはかったところ議長一任との意見が 

あり、早瀬会長ならびに能登副会長、向井副会長を推薦することを提案し、満場一致で承 

認され、続いて審議に入った。 

 

 

第 1号議案 報告事項について 

① 会員実績：個人２００名（内ＹＣ３５名）、法人１３社  合計 ２１３名 

② 資金状況： 資金総額 814,542 円（横浜銀行 325,070 円、ゆうちょ振替口座 445,486

円、ゆうちょ総合 24,500円、現金 19,486円） 

③ 会報／ＨＰ: 

④ 事業実績（予定）報告 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

2号議案 例会・行事予定について 

  6月理事会（第 25回）：6月 22日（土）11:00～12：00横浜国際協力センター会議室 

第 1回日独ユース・女性フォーラム：6月 22日（土）13：00～17：00横浜国際協力セ 

  ンター６階会議室。 

  ※フォーラム参加者に係る予算については別紙のとおり。参加者総数は約８ 

０名を予定している。収支予算は、収入では事業予算と会員からの参加費、 

支出では謝礼金・交通費及び交流会経費であり昨年度のユースフォーラム 

に準じて組み、総支出額は概ね９万円とした。（小島委員長） 

    ７月理事会(第 26回)：7月 27日(土)13:00～14:30和光大学ポプリホール鶴川会議室。 



    ７月例会（野外例会）：7月 27日(土)15:00～16:30「武相荘」見学会。 

    ８月：例会はないが恒例の放談会を 8月下旬に開催する予定。 

    ９月理事会(第 27回)９月 14日(土)13:00～14:30戸塚区民センター４階創作室。 

    ９月例会：９月 14日(土)15:00～17:00戸塚区民センター４階創作室。 

    講演：「ベートーベン生誕 250周年を迎えて」 

    講師：北井康一会員（ｳｫﾙﾌｨ室内合奏団主宰） 

   10月例会：中小企業支援フォーラムの予定です。 

   11月例会：ドイツのトランプ・ゲーム「スカート」をテーマで開催予定。 

   12月例会：12月 7日（土）又は 14日（土）クリスマス会、会場元町「霧笛楼」 

 

以上、例会・行事予定について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 創立 10周年記念事業について 

現在までのところ進捗状況に変化はない。理事の声として＂記念冊子＂のような

ものを編集してはどうかという希望・意見がある。編集担当などをお願いすること

もある。記念講演会は式典の翌日の設定することが好ましいいが、まだ未調整であ

る。引き続き準備委員を中心に取り組んでいく。（早瀬会長） 

 

以上、創立 10周年記念事業について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 神奈川県指定 NPO法人化申出書について 

  「認定 NPO法人化」の前提として、まず神奈川県の指定を取る準備を進めている。 

横浜市民からの署名も１６０筆集まっており必要書類もほぼ揃っている。すでに数 

回所管課(NPO協働推進課、県民センター8階)との事前相談を済ませており、7月に 

入ったら県に届出書を提出したい。（齊藤事務局長） 

 

以上、神奈川県指定 NPO法人化申出書について全理事一致して承認された。 

  

第 5号議案  フランクフルト市及び同市独日協会との交流について 

   4月 14日来浜したフランクフルト独日協会クノウプラオホ副会長からの話しとし 

て、フランクフルト市フェルトマン市長より、フランクフルト独日協会と横浜日独 

協会の協働事業として、来年 10月頃、座学研修、企業等での実務体験、関係事業所

視察等によりスキルアップを目的にしたフランクフルト市民２０名の団体を受け入

れられないか、との打診だった。移動手段、宿泊手配、滞在経費等は主催者が全て

アレンジし負担する。フランクフルト市 Volkshochschule が主催し、国が定めた特

別有給休暇を取得して行う研修プログラムであり、毎日 8 時間、5 日間、計４０時

間しっかり組み込まれる厳しいもの。（齊藤事務局長） 

この件に関して、全体プログラムを組むうえで必要な参加者個々のニーズや全体



のスケジュールなど、さらに十分な情報を文書で得るため引き続き事務局でフラン

クフルト独日協会会長・副会長とコンタクトをとっていくことになった。 

 

  以上、フランクフルト市及び同市独日協会との交流について全理事一致して承認された。 

 

第 6号議案  ハンブルク市少年合唱団公演会の後援について 

  同少年合唱団の公演が来る１０月４日代々木オリンピック内ホールで開催される

ことになり、東京日独協会と横浜日独協会及び湘南日独協会の 3 協会がともに後援

団体（金銭的負担が生じない）に名を連ねる旨の説明が早瀬会長よりあった。 

 

  以上、ハンブルク市少年合唱団公演会の後援について全理事一致して承認された。 

 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

   

 

以上、この議事録が正確であることを証します。  

    

２０１９年６月２６日 

     

議    長  早瀬 勇  

     

議事録署名人  能登 崇 

  

議事録署名人  向井 稔  

 

            


